
 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校ホームページ https://hokuto.ed.jp/shimasyo/ 

学校だより 第５号 
令和８年７月２３日 北斗市立島川小学校 

【学校教育目標】 

未来をひらき 心豊かに たくましく生きる力の育成 
☆進んで学びつづける子 

☆広い心で思いやる子 

☆たくましく生きる子 

【令和８年度 重点教育目標】 
ふるさとから学び たくましく 自律し続ける子の育成 

「じぶんリモコン」で育てる、自分で考え行動する力 

校長 長 浦 紀 華 

いよいよ夏本番を迎え、子どもたちが心待ちにしている夏休みが目前となりました。 

保護者の皆様におかれましては、日ごろから本校の教育活動に温かいご理解とご協力を

いただき、心より感謝申し上げます。子どもたちは、この一学期間、日々の学習や運動会

をはじめとする様々な教育活動を通して、多くの経験を積み重ね、一人一人が大きく成長

しました。 

 

今月、本校では火災を想定した避難訓練を実施しました。事前の学習では、火災時に取

るべき基本的な行動や安全確保について各学級でしっかり指導しましたが、訓練自体の具

体的な日時は子どもたちに事前に告げずに臨みました。 

予告なしの非常ベルに、子どもたちは、最初は少し驚いた表情を見せたものの、慌てる

ことなく「今、自分はどう行動すべきか」を冷静に判断し、素早く安全に避難することが

できました。日常の学びを活かし、状況に応じて主体的に判断する姿に、大きな成長を感

じた瞬間でした。 

 

今月の全校朝会では、子どもたちに「じぶんリモコン」という話をしました。テレビの

リモコンは人が操作します。しかし、誰の心の中にもある「じぶんリモコン」は、自分に

しか押すことができません。朝、自分から進んで準備をすること、廊下では歩くこと、暑

い日は自分で水分を補給すること、そして「危ない」と感じたときに立ち止まって考える

こと。こうした一つ一つの行動は、自分で気付き、自分で判断しているからこそできるこ

とです。そして、この「自分で考え、行動する力」は、自律を促すだけではなく、時には友

達の命を守る力にもつながります。 

 

いよいよ夏休みが始まります。夏休みは、学校とは違い、大人がすぐ近くにいるとは限

りません。だからこそ、「今、自分はどう行動することが一番安全なのか」を自分で考えな

ければならない場面が想定されます。交通安全や水の事故、熱中症などに十分気を付けな

がら、「じぶんリモコン」のボタンを自分で押し、安全で充実した毎日を過ごしてほしいと

願っています。 

２学期、一回り成長した子どもたちの笑顔に会えることを、教職員一同心より楽しみに

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月は、「学校経営グランドデザイン」で示した今年度の重

点事項である「健やかな身体の育成」の３番目の項目と関連し

た学校の取組について説明させていただきました。 

■自分の命と健康を守ることのできる保健指導と安全教育を

進めます！  

・自分で考え、行動できる安全教育の充実 

https://hokuto.ed.jp/shimasyo/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミニトマト収穫体験 

避難訓練（火災） 

１・２年生まちたんけん 

じゃがいも収穫 

７月１日（水）に北斗市清川在住の農家さ

んのご厚意でミニトマトの収穫体験を行いま

した。 

ハウスの中には色とりどりのミニトマトが実

り、もぎたてのミニトマトをほおばる児童や、袋

いっぱいに詰める児童の表情には満面の笑

みでいっぱいでした。 

春に学校の近隣にお住いの島津さんから

いただいたメークイン、男爵、きたあかりの種

芋を育て、先日全校児童で収穫しました。 

まるで宝探しのようにワクワクしながら芋堀

を行い、大きなじゃがいもを見つけた時には

歓声が起きました。収穫したじゃがいもは家に

持ち帰り、お母さんと一緒にカレーライスを作

った児童もいたようです。貴重な機会をいた

だきありがとうございました。 

７月１６日（木）に火災を想定した避難訓練

を実施しました。 

前日に教職員でシミュレーションを行い、

「とにかくすぐに避難すること」を確認しまし

た。本番では、消防署の方にも来ていただき、

児童の速やかな避難の様子をほめていただ

きました。避難訓練後には消火体験を行いま

した。命を守るための行動を児童自ら考える

大切な学習を行うことができました。 

１・２年生の生活科『どきどきわくわくまち

たんけん』で千代田郵便局に行きました。 

児童は「どんな種類の切手があるのです

か？」「どのような乗り物で郵便を運んでい

るのですか？」などの質問をしました。答え

を教えていただいた時には大変驚き、興奮

する児童もいました。千代田郵便局の皆さ

ん、ありがとうございました。 

児童の「心のケア相談窓口」について  
学校では児童に寄り添い、悩みや不安を抱える児童の心のケアに努め、いつでも安心して相談できるよ

うな体制を講じています。 

また、北海道子ども相談支援センター（下記）や北斗市教育委員会にも相談窓口が設置されています。

下記の相談窓口では、お子様の学校生活や家庭生活における様々なお悩みについて、相談することがで 

きますので、お知らせします。  

【子ども相談支援センター】http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/ijimedenwasoudan.htm  

・電話相談 0120－388－256    ・メール相談 sodan-center@hokkaido-c.ed.jp 

http://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/ssa/ijimedenwasoudan.htm

